
10月31日現在（）内は前回比、男23,985 (+16）女26,686 (+18）計50,671 (+34）世帯18,546 (+26)  
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十
二
月
九
日
は
、
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
広
く
人
々
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
「
障
害
者
の

日
」
で
す
。
同
時
に
十
二
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
の
一週
間
を
障
害
者
週
間
と
して
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
視
覚

障
害
者
及
び
脳
性
ま
ひ
等
全
身
性
障
害

者
に
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

飯
詰
の
開
米
武
彦さ
ん
も
利
用
者
の

一
人
で
す
。
開
米
さ
ん
は
、
デ
イ
サ
ー
 

ビ
ス
を
利
用
し
た
後
や
病
院
に
通
院
の

後
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
よ
く
買

物
に
行
き
ま
す
。
 

今
回
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
は
、
間
山

泰
子
さ
ん
。
「や
さ
し
さ
や
気
配
り
を

大
切
に
し
て
、
楽
し
く
仕
事
が
し
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
な
が
ら
市
内
の

ス
ー
パ
ー
の
買
物
に
付
き
添
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
 

「昔
は
ね
、
人
と
話
す
こ
と
が
苦
手

だ
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
開
米
さ
ん
に

は
特
技
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
点
字
の

俳
句
。
日
記
が
わ
り
に
作
る
俳
句
は
今

ま
で
二
千
句
作
り
、
今
年
の
飯
詰秋
ま

つ
り
に
は色
紙
展
で
俳句
を
披
露
し
ま

し
た
。
「俳
句
に
よ
っ
て
生
き
る
力
を

得
ま
し
た
。
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る

と
他
人
と
話
す
こ
と
が
に
が
て
だ
っ
た

昔
が
う
そ
の
よ
う
で
す
」
と
思
い
出
を

語
り
、
「将
来
は
詩
集
を
出
す
の
が
夢

で
す
」
と
生
き
生
き
と
話
す
開
米
さ
ん

で
し
た
。
 

、
開
米
さ
ん
が
作
「
た
俳
句
か
ら、

 

か
ぶ
さ
る
よ
う
闇
か
ら
迫
る
立
倭
武
多
 

菜
の
花
や
流
る
る
水
の
響
き
か
な
 

風
鈴
の
音
を
聞
き
く
ら
べ
ー
つ
買
う
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ど
「つ
も
あ
り
が
と
う
 

松
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（新
宮
町
）
 

増
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光
信
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長
富
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昭
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雛
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大
沢
 
拓
三
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）
 

柳
原
政
次
郎
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原子
）
 

長
峰
 
勝
義
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飯
詰坂
ノ
上
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十
五
年
勤
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者

（
一
一
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美
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十川
町
）
 

秋
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平
内
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十
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勤
続
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本
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栄
造
（
み
ど
り
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丁
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松
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繁
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（
神山
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福
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（高
野
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工
藤
 
満
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代
田
）
 

対
馬
勝
四
郎
 

（
米
田）
 

浜
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由
松

（飯
詰
中
下

・
南
下
）
 

開
米
仁
次
郎
 

（鶴
ケ
岡
）
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永
年
に
わ
た
り
市
と
地
域
を
結
ぶ
 
美

術
館
建
設
促
進
期
成
会
解
散
 

行
政
連
絡員
活
動
で
市
政
進
展
に
尽
力
 

永
年
勤
続
感
謝
状
贈
呈
式
 

十
一
月
十
四
日
、市
内
松
島
会
館
に
お
い
て
永
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡
員
と
し
て
、
 

職
務
に
精
励
さ
れ
、
市
政
進
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
功
績
に
対
し
、
永
年
勤
続
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
か
ら
一
人
ひと
り
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
「
こ
れ

ま
で
の
職
務
に
対
し
て
感
謝
申
し上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
政
進
展
の
た
め
ご
活

躍
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
e
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
とお
り
で
す
。
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三
十
年
勤
続
者
（
二名
）
 
（
敬
称
略）
 

二
十
年
勤
続
者

（
四名
）
 

二
十
五
年
勤
続
者

（二
名
）
 

津
川
 
武
雄
 

（
平井
町
）
 

藤
田
善
太
郎
 

（松
島
町
一
丁
目
）
 

今
年
度
分
 

二
百
二
十
一
万
円
 

九
年
間
で
八
千
九
百
五
十
六
万
 
市
に

寄
付
 

五
千
六

百
七
十
三
円
 

十
一
月
十
五
日
、五
所
川
原
市
立
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
（
川
村
恒
儀
会
長
）
 

は
、
今
年
度
市
民
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
建
設
募
金
二
百
一
干
一
万
円
を
市
に
寄
付

し
ま
し
た
。
 

こ
の
中
に
は
、
十
月
に
行
わ
れ
た
第
五
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
術
展
の
益
金
二
十
万

円
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

同
会
は
、
平
成
五
年
か
ら
市
民
の
手
で
美
術
館
建
設
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
募
金
活

動
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
百
六
十
一
件
、
総
額
八
千
九
百
五
十
六
万
五
千
六
百
七
十
一
一
一

円
と
な
り
ま
し
た
。
 

川
村
会
長
は
、
 「目
標
と
し
た
一
 
 億
円
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
美
術
展
示
場
を

設
け
る
当
初
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
期
成
会

は
解
散
し
ま
す
け
れ
ど
引
き
続
き
寄

付
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
同
会
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
感
謝
し
「
地
域
に
か
か
わ

り
の
あ
る
人
の
作
品
を
展
示
し
市
民

が
憩
え
る
よ
う
な
複
合
施
設
に
し
た

い
も
の
で
す
」
と
述
べ
理
解
を
求
め

ま
し
た
。
 

一
一
十
一日
に
は
解
散総
会
を
行
い

同
会
の
長
い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
 

市
で
は
中
心
商
店
街
の
大
町
二
丁

目
に
建
設
す
る
立
侵
武
多
の
館
に
美

術
館
展
示機
能
を
併
設
す
る
予
定
で
す
。
 

ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

o

五
所
川
原
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会
H
四
万

二
千
円
（
平成
十
三
年
度
福
祉
ヤ
ク

ル
ト
益
金
）
。
 

o

五
所
川
原
市
生
活
学校
（
三
橋
さ
と

子
代
表
）H
一
一万
円

（産
業
ま
つ
り

の
益
金
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
斉
藤
フ
ミ
エ
さ
ん
（
幾
世
森
一
五
六
 

ー
一
）H
寄
贈
（
チ
ン
ゲ
ン
菜
八
キ

ロ
、
白
か
ぶ
十
五
キ
ロ
、
と
っ
く
り

大
根
二
十
ニ
キ
ロ
）
。
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

〇
光
彩
会
（
佐
々
木
和
子
代
表
）h

一

万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
江
良
産
業
株
式
会
社
（江
良
力
代
表

取
締
役
）H
四
十
万
円
（
五
二
中
図

書
購
入
費
）
。
 

o

東
北
ア
サ
ノ
運
輸
株
式
会
社
（
江
良

力
代
表
取
締
役
）h
三
十
万
円

（五

三
中
図
書
購
入
費
）
。
 

⑥
立
侵
武
多
の
館
へ
 

〇
わ
・
五
所
川
原
会

（
花
田
潔
会

長
）H
十
一
万
六
百
八
十
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

o

鎌
重
会
十
周
年
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
 

（
佐藤
仁
大
会
長
）h
七
万
三
千
九
百

八
十
一
円
（
チ
ャリ
テ
ー
ホ
ー
ル
で

の
募
金
）
。
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五
四
中
三
年
 

秋
田
美
寿
々
 

元
文
部
省体
育
局
体
育官
 

津
軽
親
善大
使
 

く
 
か
 

本
市
原
子
出
身の
吉
田
坐
一
郎
氏
が
秋

の
叙
勲
で勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章

し
ま
し
た
。
 

秋
の
褒
章
 

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
 

吉
田
埜
一
郎
氏
（
写
 

埼
玉
県
在
住
（
本
市
原
子
出
身
）
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市
長
賞
 

中
央
小
六
年
 

原
田
 
明
奈
 

少
年
の
主
張
発
表
大
会
 

命
の
尊
さ
な
ど
 

日
頃
感
じ
て
い
る
 

こ
と
を
訴
え
 

十
一
月
十
七
日
、働
く
婦
人
の
家
に

お
い
て
、
第
二
十
一
回
「少
年
の
主
張

発
表
大
会
」
が
行
わ
れ
、
各
学
校
の
代

表
は
、
命
の
尊
さ
、
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
な
ど
や
、
友
達
関
係
、
家
庭
、
学
校
、
 

地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
中で
日
頃

考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
観
客
か
ら

盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

「まごころケア教室」開催 

十一月七日、職員の内部研修として「まごこ

ろケア教室」が開催され、二十二名の市職員が

参加しました。 

同教室は、高齢者や車いす利用者の感覚を擬

似的に体感することにより、お年寄りや身体の

不自由な方に対する理解を深めることを目的と

するものです。 

参加者は、高齢者疑似体験や車いす体験をし

ながら庁内を巡回し、日頃気づくことのできな

い様々な問題点を探りました。 

参加者からは「こんなにも物が見づらく、声

が聞きづらかったのか」「通路やエレべーターが

狭く、歩きづらい」「スロープや段差がきつい」 

といった意見がだされました。 

市では、これからも様々な研修を実施し、職

員の能力開発・意識改革を図り、市民サービス

の向上につなげたいと考えています。 

教
育
長
賞
 

五
小
六
年
 
平
山
 
美
紗

五
三
中
二
年
 
一

戸
 
莱
里

五
所
川
原
市
学
校
警
察
連絡
協
議
会
奨

励
賞
 

毘
沙
門
小
六年
 
太
田
 

真
樹

五
四
中
三
年
 

秋
田
美
寿
々

五
所
川
原
市
保
護
司
会
奨
励
賞

中
央
小
六
年
 

原
田
 
明
奈

五
四
中
三
年
 
秋
田

美
寿
々

非
行
防
止
五
所川
原
地
区
B
B
s会
奨

励
賞
 

一
野
坪
小
六
年
 
長
峰
 
絢
佳

五
一
中
二
年
 
佐

々
木
菜
穂
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防火意識を高め安全で住みよいまち 
づ＜りを目指し 

青森県防火の集い五所川原大会 

十一月十五日、青森県防火の集い五所川原大

会（県幼少年婦人防火委員会など主催）がオル

テンシアで行われ県内各地から婦人防火クラブ

員や消防関係者など二千人が参加し防火意識を

高め安全で住みよいまちづくりを目指すことを

確認しました。 

大会では、五所川原地区消防事務組合管内の

婦人防火クラブ員らが「①自分の家庭から火事

は出さない ②体の不自由な人やお年寄り、子

どもたちを火災から守ります ③火災のない安

全で豊かな地域づくりに努めます ④クラブ活

動の輪を広げ、防火の仲間を増やします」と防

火宣言したほか、ひまわり幼稚園・五所川原幼

稚園の幼年消防クラブのちびっこたちが「火遊

びはしません。火事を見つけたら大きな声で知

らせます」とおそろいの法被姿で誓いました。 

また、近年放火の疑いの火事が多発しているこ

とから 家の周りに燃えやすいものを置かない

環境作りが大切と呼びかけています。 

, 



市債の状況 

( ）内は構成比率 

公営企業金融公庫 
6,414,737千円 

(23.5%) 

財務省 
10,705,019千円 

(39.2%) 
総務債 

3,245,961千円 
(11.9%) 

4 五所川原市役所 公35-2111 平成13年12月1日 

衛生債 
1,945,919千円 

(7.1%) 

災害復旧債他 
342,869千円 

(1.3%) 

消防債 509,175千円 

(1.9%)  

民生債 447,865千 

(1.6%) 

土木債 
14,975,808千円 

(54.8%) 

簡易保険 
3,917,823千円 

(14.3%) 

林水産業債 U29,322千円（4.1%) 

青森県 
143,641千円 
(0.5%)ー~ョビ‘ 

県市町村職員共済組合他 
706,276千円 

(2.6%) 

平成13年度一般会計歳入歳出予算執行状況（平成13年 9 月30日現在） 

歳入歳出予算額22,242,660千円（平成12年度繰越分638,526千円含） 

地方交付税 

市税 

.一 	 市債 

国庫支出金

県支出金

入 分担金負担金

諸収入

地方譲与税他 

~ 	 民生費 

土木費

総務費 

歳 	公債費 

教育費 

出 	衛生費 

消防費

農林水産費

商工費他 

,687 

3 

千円 収入 

7,300,000 
4,639 

- - 

~ 

~ 

- 

2,983,080 

3,362,90( 

3,157,169 

収入済額 

4,374,21I 

) 

9,896,949 

■予算額 
．収入済額 

ー  

I  64,300  

~570,329 

- 
■ 211,921 

~ 560,030 
' 235,667 

誓― 

― 

~ 

971,301 

0/
/0  

率 44.5 
1,964,894 

~ ~ 
I 	2,078.151 

- - 
~2,449,1 

.2,209,448 

I 	2,081,143 

- - 
!3,119,410 

34 

支出済額 

―」 

-4,363,99E 

8,069,277 

,922,3O1 

, 

千円 支出 

予算額 

.a  

支出済額 

―率 36.3% 膏 
~ 

平成13年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 
（平成13年 9 月30日現在） 

会 	計 	区 	分 予算現在額（千円） 収入済額（千円） 収入率（%) 支出済額（千円） 支出率（%) 

国民健康保険事業勘定特別会計 4,976,626 1,753,849 35.2 1,855,821 37.3 

老 人 保 健 特 別 会 計 3,902,908 1,626,977 41.7 1,672,032 42.8 

介 護 保 険 特 別 会 計 2,310,238 827,589 35.8 1,043,104 45.2 

高 等 看 護 学 院特 別 会 計 80,648 3,862 4.8 35,518 44.0 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,761,610 167,820 9.5 567,117 32.2 

農業集落排水事業特別会計 60,689 4,095 6.7 27,950 46.1 

公共用地先行取得事業特別会計 39,925 0 0.0 0 0.0 



I‘ 	 地 4,036,767.04 	n 
うち山林 191,246.00 	n 

建 	 物 238,780.03 	m 
有 	価 	証 	券 316,652千円 

出 資 に よ る 権 利 366,394千円 

自 	 動 	 車 154 台 

債 	 権 497,813千円 

五所川原市土地開発基金 
現金・預金 362,196千円 

土地 3,685.29 	m 
五所川原市財政調整基金 430,181千円 

五所川原市特別導入事業基金 1,540千円 

特定農山村地域市町村活動支援事業基金 9,373千円 

国民健康保険財政調整基金 288,830千円 

五所川原市介護円滑導入収納対策基金 10,000千円 

五 所 川 原 市 減 債 基 金 9,698千円 

五所川原市ふるさと創生基金 133,434千円 

五所川原市地域福祉基金 326,142千円 

五所川原市美術館建設基金 87,356千円 

五所川原市介護保険財政調整基金 20,598千円 

動 	 物 	（牛） 30 頭 

( ）内は収人済額と 
収入率 

固定資産税 
1,990.) 18千円 
(1.662.585千円 

83.5%) 

市税総額 
4.374,2 18千円 

(2.983.080千円 68.2%) 

市民税 
1,794,943千円 
(990,950千円 

55.2%) 

 

軽自動車税他 
75,429千円 

(76.263千円 101.191 

  

たばこ税 
404,068千円 
(171,293千円 

42.4%) 

都市計画税 
109,660千円 
(8 1.989千円 74.8%) 

  

    

―時借入金残高の状況 
(―般会計及び特別会計） 

月（末） 金 	額 

4 1,091,865千円 
5 0千円 

6 0 千円 

7 0千円 

8 0千円 

9 0千円 

市有財産の状況（平成13年 9 月 30日現在） 
	

市税の負担状況 

平成 12年度 特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

会 	計 	区 	分 収 入 済 額 （千円） 支 出 済 額 （千円） 

国民健康保険事業勘定特別会計 4,972,449 4,775,186 
老 	人 	保 	健 特 	別 	会 	計 3,752,725 3,741,193 
介 護 保 	険 	特 	別 	会 	計 2,113,656 2,103,738 
高 等 看 護 学 院 特 別 会 計 76,798 76,798 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,803,406 1,803,406 
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 59,560 59,560 
公共用地先行取得事業特別会計 40,678 40,678 

平成 12年度 ー般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 
（平成11年度繰越分1,204,923千円含） 

平成12年度一般会計の収入額は、前年度に比べて8.1％増、支出額は前年度に比べて9.7 ％の増となっています。 
差引余剰金は、642,023千円ですが、翌年度に繰り越した財源が 200,709千円含まれていますので、 
実質441,314千円となっています。 	 （単位】千円） 

歳 入 区 分 最終予算額 
A 
収
 
入
 
額

B
  

差
 
引

A
  

一
 

 B
  

歳 出 区 分 最
 
終
 
予
 
算
 
額

A
  

支
 
出
 
額

B
  

差
 
引

A
  

一
 
 B

  市 	 税 4,292,634 4,434,981 142,347 議 	会 	費 220,921 218,354 z2,567 
地 方 譲 与 税 178,477 178,477 0 総 	務 	費 2,897,242 2,860,855 △36,387 
利子割交付金 139,792 139,792 0 民 	生 	費 4,827,028 4,797,528 L29,500 
地方消費税交付金 456,825 456,825 0 衛 	生 	費 2,128,798 2,109,563 i l9,235 
特別地方消費税交付金 2,628 2,628 0 労 	働 	費 307,626 279,684 △27,942 
自動車取得税交付金 84,645 84,645 0 農林水産業費 875,957 838,352 L37,605 
地方特例交付金 129,101 129,101 0 商 	工 	費 532,539 518,782 △13,757 
地 方 交 付 税 7,642,388 7,642,388 0 土 	木 	費 5,660,131 5,017,460 △642,671 
交通安全対策特別交付金 8,951 8,951 0 消 	防 	費 893,922 885,405 L8,517 
分担金及び負担金 552,821 558,299 5,478 教 	育 	費 3,351,348 3,278,781 i72,567 
使用料及び手数料 269,314 279,646 10,332 災 害 復 旧 費 42,220 40,297 LJ,923 
国 庫 支 出 金 3,257,245 3,122,314 △134,931 公 	債 	費 2,479,281 2,479,249 △32 
県 支 出 金 977,903 973,821 △4,082 諸 支 出 金 42,163 36,666 △5,497 
財 産 収 入 211,241 213,958 2,717 予 	備 	費 6,685 0 △6,685 
寄 	附 	金 20,622 20,622 0 
繰 	入 	金 52,932 52,929 △3 
繰 	越 	金 673,005 673,005 0 
諸 	収 	入 536,137 537,917 1,780 
市 	 債 4,779,200 4,492,700 △286,500 
合 	 計 24,265,861 24,002,999 L262,862 合 	 計 24,265,861 23,360,976 L 904,885 
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増え続けるごみの の不法投棄 
環境対策課 内線231・233   

廃棄物不法投棄の苦情件数 
7000 

6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

  

 

0 
平成 7 年度 平成 8年度 平成 9 年度 平成10年度 平成11年度

平成 11年度公害苦情調査結果報告書より抜粋 

経 済 

・使い捨て商品が多く出回る 

・耐久消費財のサイクルが短くなる 

ごみの不法投棄フローチャート 

消費者のニーズに応えるため

多種多様な商品やその原料の

ため分別が複雑になる 

大量生産・大量消費・大量廃

システムによるごみの増加 

・最終処分場の余命がない 

ぐ資源の枯渇 	 」 

jサイクレをしな と  l 
最終処分場がな“くなる 

リサイクル 

・ペット ボトルやびん、アルミ

缶やス チ ル缶の分別収集 」 

各自治体で実施している
分別収集 

, 

・ごみの最終的な受け皿がなくなる 

◆増え続けるごみの不法投棄 

今、ごみの不法投棄は多くの自治体で問題となっ

ています。全国の廃棄物の不法投棄に対する苦情件

数は平成11年度で5,790件となっています。内訳は、 

一般廃棄物が3,299件、産業廃棄物が2,491件で、一

般廃棄物の苦情のうち、粗大ごみが1,265件と最も多

く、次いで焼却不適物が607件、燃焼物が606件、生

ごみが431件などとなっています。 

◆なぜごみの不法投棄が増えるのか？ 

ごみの不法投棄の原因は一言でいえば、 ごみの増加があげられます。これは、私たちの生活様

式の変化とともに生まれる副産物です。 

21世紀は環境の世紀と呼ばれていま

すが、その名のとおりごみの増加を抑制

するため、リサイクルを推進する必要が

あります。そのため分別収集は欠かせな 

器鉱曽 	いものですが、多種多様なため、分別が 

なる 	複雑になってしまいます。これが不法投 
ル 	 棄の原因のーつと思われます。 

条巌冨 	行政もできるだけ協力しやすい分別収

集になるよう努力していますが、いかな

る理由があったとしても不法投棄は犯罪

です。 

不法投棄を防ぐには、市民の皆さん一

人ひとりのご協力が必要なのです。 

◆廃棄物不法投棄防止キャンペーン実施 

10月31日に飯詰地区の県道26号線（通称あすなろ

ライン）沿いにおいて（社）青森県産業廃棄物協会の皆

さんによる廃棄物不法投棄防止を目的とした清掃活

動が行われました。以前から県道26号線沿いの清掃

活動は行われていましたが、急斜面に投棄された廃

棄物については危険が伴うため未回収でした。この

度のキャンペーンでは、回収することができなかっ

た廃棄物およそ10 t を大型重機等で引き上げ回収し

ました。 

◆市民総ぐるみで不法投棄ゼ口に・・・ 

ごみの不法投棄は増え続けています。ごみ問題は皆さんの生活と密接に関わっており、避けて

は通れないものです。 

行政の施策だけでは不法投棄をゼロにすることは難しいものがあり、市民の皆さんのご協力が

なければ不法投棄ゼロは実現できません。市民総ぐるみで不法投棄の防止に取り組んでいきまし

よつ。 
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030-8570 

お
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な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

図
書

館
公

（
3
4)
4
3
3
4
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
五
所
川

原
お
は
な
し
“
ぽ
ぽ
ん
た
”
」
に
よ
る

お
は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
1
5日
田
 

1
4時
3
0分
5
1
5時
釦
分
 

図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
 

県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら

意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
、
県
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企
画
、
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考
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県
政
モ
ニ
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県
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熱
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思
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あ
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応
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待
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て
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◇
応
募
資
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県
内
に
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住
し
て
い
る
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2
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以
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方
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た
だ
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、
 

公
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行
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モ
ー
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な
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度
以
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県
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モ
ニ
タ
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を
経
験
し
た
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は
除
き
ま
す
）
 

◇
募
集
人
員
 
3
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◇
委
嘱
期
間
 
1
4年
5
月
頃
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ら
 

1
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3
月
3
1日
ま
で
（
約
2
年
）
 

◇
仕
事
 

①
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答
（年
4
回
）
 

②
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
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予
定
）
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謝
礼
 
1
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記
念
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上
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ま
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◇
応
募
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法
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要
事
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入
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2
月
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消
印
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効
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で
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送
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く
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い
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◇
結
果
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知
 
応
募
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3
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応
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果
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◇
応
募
先
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合
わ
せ
先
 

青
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政
策
推
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室
 
広
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会
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県
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③性 別 
④生年月日 

⑤職 業 
⑥電話番号 
⑦モニターを希望 

する理由 
⑧各種モニターの 

経験 
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【
今月
の
相
談
日
】
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

1
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1
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2
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1
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1
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市
役
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市
民
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所
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員
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行
政
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民
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毎
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の
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ら
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の
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行
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意
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や
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な
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ら
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お
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市
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市
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行
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⑥
税
金
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日
 

税
務
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内
線
4
2
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相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
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つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
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す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
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だ
さ
い
。
 

●

1
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1
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困
 
9
時
釦
分
5
1
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市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
青
森
分
室

相
談
官
か
0
1
7
(
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3
)
2
3
7
9
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

公
（
糾）
2
1
0
8
叫
（
糾）
7
5
1
6
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
 

す
。
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
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1
1日
因
 
1
3時
5
1
4時
 

◇
精
神
保
健
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祉
相
談
 

1
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2
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国
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製
造
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企
画
課
統
計
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経
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産
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査
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等
消
費
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統
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3
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施
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。
 

工
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て
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そ
の
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と
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す
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ま
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石
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造
統
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は
、
産
業
別
、
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地
域
別
に
我
が
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産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

消
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の
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る
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目
的
と
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て
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。
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劇
場
 

公
・F
A
X
(3
4)
2
1
7
0
 

、
ー市

屍

サ
 

ン
 

●

1
2月
1
1日
因
 
1
9時
5
加
時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
小
ホ
ー
ル
 

◇
対
象
 
小
学
4
年
5
大
人
 

（託
児
あ
り
ま
す
）
 

◇
内
容
 
紙
コ
ッ
プ
と
絹
糸
で
奏
で
る
 

不
思
議
な
音
の
世
界を
体
験
し
て
み
ま
 

せ
ん
か
。
 

※
入
会
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 （
入
会
 

金
3
0
0
円
、
月
会
費
1
、
0
0
0円
）
 

冬
休
み
子
ど
も
の
集
い
 

「パ
ソ
コ
ン
と
 

遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」
 

図
書
館
 
公
（3
4)
4
3
3
4
 

F
A
X
(3
4)
3
2
5
6
 

●

1
4年
1
月
8
日
因
 
1
0時
5
1
2時

図
書
館
2
階
閲
覧
室
 

◇
内
容
 
高
橋
宏
彰
先
生
によ
る
、
子

ど
も
ヲ
ノ
ピ
ュ

ー
タ
ー
教
室
で
す
。
 

◇
対
象
 
五
所川
原
市
の
小
学3
5
6
 

年
生
ま
で
（
初
心
者大
歓
迎
）
。
 

2
0名
限
定
。
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
m
日
田
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申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
推
薦
締
切
 
1
2月
2
1日
国
 
必
着
 

今
回
の
子
ど
も
放
送
局
で
は
、チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
「
昔
あ
そ
び
」
を
放
送
し
、
 

実
際
に
自
分
で
カ
ン
タ
ン
な
コ
マ
づ
く

り
を
し
た
り
、
ゴ
ム
跳
び
、
あ
や
と
り

等
を
行
い
昔
遊
び
を
体
験
し
ま
す
。
子

ど
も
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
の
皆

さ
ん
も
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
2月
8
日
田
 
1
0時
5
1
2時
 

中
央
公
民
館
（
1
階
ロ
ビ
ー
）
 

※
な
お
、
当
日
持
っ
て
く
る
物
は
あ
り
 

ま
せ
ん
が
、
運
動
が
で
き
る
服
装
で
ご
 

参
加
く
だ
さ
い
。
 

市
内
の
対
象
者
に
は
、
1
2月
上
旬
に

ハ
ガ
キ
で
通知
し
ま
す
。
な
お
、
学
校

や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に
居
住
し
て
お

ら
れ
る
市
出
身
者
の
方
の
参
加
も
歓
迎

い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

平
成
1
4年
1
月
1
4日
囲
 
1
4時
5
 

オ
ル
テ
、
イン
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
受
付
時
間
 

1
3時
5
1
3時
5
0分
（
時
間
厳
守
）
 

◇
対
象
者
 
昭
和
5
6年
4
月
2
日
か
ら
 

昭
和
5
7年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
方
 

〈
はた
ち
の
主
張
発
表
者
募
集
〉
 

選
ば
れ
た
方
に
は
、
成
人
式
当
日
に
 

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
テ

ー
マ
 
成
人
式
を
迎
える
に
あ
た
 

っ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
決
意
な
ど
 

◇
発
表
時
間
 
約
5
分

（
原
稿用
紙
2
 

枚
分
）
 

◇
応
募
資
格
 
新
成
人
 

◇
応
募
期
限
 
1
2月
1
3日
困
 

市
で
は
、
臨
時
看
護
婦
（
士
）
 
助

産
婦
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
若
干
名
 

◇
勤
務
時
間
等
 
日
勤
8
時
1
5分
5
1
7
 

時
ま
で
 
準
・
深
夜
勤月
平
均
8
回

◇
賃
金
等
 

准
看
護
婦
（
士
）
 7

、
9
2
0
円
5
 

正
看
護
婦

（士
）
 9

、
9
2
0
円
5
 

ボ
ー
ナ
ス
支
給
制
度
有
 

◇
社
会
保
険

・
雇
用
保
険
等
完
備

※
来
年
度
の看
護
職
員等
採
用
試
験
を
1
 

月
中
旬
頃
予
定
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
く

は
、
1
2月
1
5日
号
に掲
載
い
た
し
ま
す
。
 

＠
当
院
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
 

s
hp
5⑤
in
foゆ
oョ
o
r
i
n
e・jp
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

ね
ぷ
た
の
面
を作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

面
（
顔
）
の
骨
組
みか
ら
完
成
ま
で
親

切
丁
寧
に
ご指
導
い
た
し
ま
す
。
 

●

1
月
7
日
の
5
1
1日
岡
 

1
8時
5
加
時
 
立
侵
武
多
製
作
所
 

◇
対
象
 
小
・
中
・高
校
生

・
一
般
 

（
小学
校
低
学
年
は
父
兄
同伴
で
、
 

ま
た
親
子
で
の
参加
も
歓
迎
い
た
し
 

ま
す
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
当
日
申込
可
 

◇
用
意
す
る
も
の
 
ペ
ン
チ
等
 

如
歳
以
上
の方
で
、
「最
近
も
の
忘

れ
が
多
く
な
っ
た
な
あ
」
と
か
「
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
な
あ
」
と
思
う
）」
 

自
身
又
は
家
族
の
方
を
家庭
訪
問
し
、
 

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
内
容
 
脳
の機
能
レ
ベ
ル
を
確
認
（
 

M
M
s
テ
ス
ト
の
実
施
）
し
、自
立
し

て
長
生
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
保
健
婦
や
看
護
婦
が
これ
か
ら
の
生

活
を
支
援
し
ま
す
。
 

※
電
話
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
後
、
日
程
調
整
い
た
し
ま
す
。
 

平
成
1
3年
度
五
所
川
原
市

ス
ポ
ー
ツ
賞
該当
者
募
集
 

教
育
委
員
会
スポ

ー
ツ
健
康
課

内
線
5
6
0

・
5
6
1
 

教
育
委
員
会
で
は
、平
成
1
3年
度
五

所
川
原
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の該
当
者
を
募

集
し
ま
す
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
（
団
体
）
につ
い
て
推
薦
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

⑥
募
集
す
る
褒
賞
 

の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
 

②
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
 

③
ス
ポ
ー
ツ
特別
優
秀
選
手
賞
（
ス
ポ
 

ー
ツ
特
別
優
秀
賞
）
 

④
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

（ス
ポ
ー
ツ

優
秀
賞
）
 

⑤
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
 

◇
対
象
者
（
団
体
）
 

市
民
並
び
に
五
所
川
原
市
出
身者
及

び
五
所
川
原
市
に
所
在
す
る
団
体
。
 

◇
対
象
と
な
る
大
会
等
 

平
成
1
3年
度
に
開
催
さ
れ
た
県
大
会

以
上
の
大
会
で
優
勝
等
を
修
め
た
個

人
及
び
団
体
。（
詳細
は
ス
ポ
ー
ツ
健

康
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

◇
推
薦
方
法
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
に
あ
る
所
定
の
推

薦
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
 

大
会
要
項
及
び
表
彰
状
の
コ
ピ
ー
を

添
付
し
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
ま
で
お
 

【
 

戸
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ふるさと交I 
月の催物J 案内 

TEL33-21 11 
オルテンシア12 

充圏民センター 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
 

 

9 日
  

第35回歳末助け合い芸能祭 10:00 前売500円 

小

ホ
ー
ル
 
 

9 日 銀杏ケ丘保育園お遊戯会 9:20 無 	料 

16 日
  

全日本アンサンブルコンテスト 

青森県大会予選 

第18回西北五地区大会 

9:30 
前売500円 

当日500円 
11 火

  

五所川原おやこ劇場 

第76回高学年例会スタジオ・イグ公演 

水嶋一江＋ストリングラフイーアンサンブル 

19:00 会員券 

23 日
  

第一・第二さっき保育園お遊戯会 9:30 無 	料 12 水
  

平成13年分 

所得税青色申告決算説明会 

①10:00 
②13:30 関係者 

13 木 10:00 

22 土 新宮団地保育園クリスマス発表会 9:30 無 	料 

24 月 クリスマスコンサート（ピアノ発表会） 14:00 無 	料 

。
v
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五所川原市交通安全対策協議会 

点灯《ま I廿がともす  i草しるぺ 

～セーフティアツプゴとのまI采ろば～ 

期間 12月11日（火）から12月20日（木）まで10日間 
に＝ー 0 ーー一一 II,J、l Inロ 	L 	 

飲酒運転四（し）ない運動 
◆運転するなら酒を飲まない

◆酒を飲んだら運転しない

◆運転する人に酒を勧めない

◆酒を飲んだ人に運転させない 

ジD：而こ雷南ニ ITfl(l 、ナrIい雷舌わ 。脱-％震鷲穿二 a 云 

‘冨宙テ司 スた了L二、ミ西春合ノp 才か l 、 

冬の交通脅全県民運動実施 

I 

「介
護
者
の
つ
ど
い
」
 

心
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク
 

ゼ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集
 

,
 

,
 

市
で
は
、
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

を
対
象
に
心
と
か
ら
だ
の
疲
れ
を
と
き

ほ
ぐ
す
た
め
の
健
康
法
「リ
ラ
ク
ゼ
ー
 

シ
ョ
ン
」
を
行
い
ま
す
。
 

●

1
2月
6
日
困
 
1
0時
5
1
4時
 

板
柳
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
 

（保
健
セ
ン
タ
ー
集
合
後
、
バ
ス
で
 

送
迎
い
た
し
ま
す
）
 

◇
参
加
費
 
3
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
4
日
因
 

※
参
加
に
あ
た
っ
て
の
家
族
介
護
を
サ
 

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 （介
護
し
て
い
る
方
の
お
世
 

話
に
つ
い
て
等
）
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
 

国
保
年
金
課
内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
 

平
成
1
3年
1
月
5
1
2月
ま
で
の
間
に

納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
1
3年
中
に

納
め
た
全
部
の
納
付
額
で
、
平
成
1
3年

分
の
保
険
料
の
他
に
、
過
去
の
未
納

・
 
 免

除
期
間
分
を
納
め
た
場
合
も
控
除
の
 

対
象
に
な
り
ま
す
。
 

◇
平
成
1
3年
の
保
険
料
額
 

定
額
保
険
料
 
1
月
、
1
2月
 

月
額
 
1
3
、
3
0
0
円
 

付
加
保
険
料
 

月
額
 
4
0
0
円
 

地
場
企
業
の
み
な
さ
ん
 

工
業
団
地
に
 

進
出
し
ま
せ
ん
か
 

市
で
は
、
若
年
層
の
働
く
場
を
確
保

す
る
た
め
、
企
業
誘
致
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
稼
働
中
の
工
場
が
老
朽
化
等
で

新
設
又
は
増
設
を
希
望
さ
れ
て
い
る
地

場
企
業
の
方
々
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

◇
立
地
可
能
業種
等
 

製
造
業
、
道
路
貨
物
運
送
業
、
梱
包

業
、
卸
売
業
、
倉
庫
業
を
営
む
方

そ
の
他
の
業
種
、
面
積
に
つ
い
て
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
分
譲
価
格
 

1
0
、
4
0
0
円
前
後
／
市
 

◇
優
遇
措
置
 

①
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
（条
件
あ

り
）
 

②
工
場
用
地
取
得
助
成
金
（条
件
あ
り
）
 

※
詳
細
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 



テーマ 

「良い食生活を

三 するために」 

五所川原市食生活改善推進員会  

~ 健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・病気の相談、心の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの…健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

錦町集会所 

12月 6 日（木） 

9:30--12:00 

石畑集会所 10:30~i 1:30 

下岩崎集会所 13:30-- 14:30 

一野坪集会所 12月 7 日（金） 12:30---- 14:00 

中崎集会所 

12月10日（月） 

10:30~ 12:00 

しきしまコミュニテイセンター 13:00~ 15:00 

尻無集会所 13:00~ 14:30 

石岡保健協力員 

「寺田よし魚さん」宅 
12月12日（水） 13:00~i 5:00 

浅井集会所 12月14日（金） 10:30~ 12:00 

福岡集会所 12月17日（月） 13:00~ 14:30 

松野木会館 12月18日（火） 13:00' 	14:30 

新宮集会所 12月19日（水） 13:00~ 15:00 

I 	豚肉と白菜の重ね蒸しI 

材 料（4人分） 
白菜 	 大 8枚 
「豚口ース薄切り 	 200g 
~塩 	 小さじV3 
L 酒 	 小さじ 1 

「にんじん 	 8cm 
~塩 	 小さじ1/2 
L みりん 	 小さじ 1 

「さやいんげん 	 8本 
L 塩 	 適宜 
ー固形スープの素 	1個 

あ 水 	 カップ 1 
ん かたくり粉 	 大さじ 1と1/2 

水 	 大さじ 3 

作り方 

成人の相談日 
月 	日 時間 相 談 内 容 従事者 

12月12日 

（水） 
会場 

働く婦人の家 
・保健センター 

10:00 
~12:00 

健診結果の相談 

健診結果の見方の説
明、結果から分かるこ
と、これから気をっけ
た方が良いことにっい
て、相談を受けます。 

はっらっ

女性課

保健婦 

・看護婦 

※健康手帳及び健診結果をお持ちの方は、ご持参く 

ださい。 

※利用予定の方は、できるだけ事前に電話予約して 

ください。 

※血圧測定希望の方もご利用ください。 

みんなの健康教室 
◆日 時・・・12月28日（金） 13時～14時まで 

◆場 所一・・保健センタ1 3階ホール 

◆講 師…封馬史博先生（駅前クリニック） 

◆テーマ・・・「足が冷たい・しびれる」 

◆主 催…北五医師会・市民保健協議会 

①白菜は茄でて冷水に取りペーパータオルで水気
を取る。 

②肉に下味をつける。 
③流し箱に白菜を 1 枚広げて敷き、肉、白菜と交

互に5~ 6段重ね、1 番上は白菜がくるようにし、 
蒸し器で20分蒸す。 

④にんじんはlcm厚さの輪切りにし、面取りをし
てひたひたの水に調味料を加えて煮る。 

⑤さやいんげんは筋を取り、塩茄でして冷水にと
り水気をきって4~ 5cmに切る。 

⑥鍋に水を沸騰させ固形スープの素を加えて溶か
し、水溶きかたくり粉を加えてとろみをつける。 

⑦③の重ね蒸しを食べやすく切り分けて器に盛り
つけ、⑥のあんをかけ、にんじんといんげんを
付け合わせる。 

	ろ  

I 	星 ミF 総1 医療当番~ 匹 

月 	日 曜日 医療機関名 所 在 電話 

12月 2 日 日
  

（医）康正会 
楠美泌尿器科クリニック 

五所川原市字
鎌谷町164-3 35-8250 

12月 9 日 日
  

櫛引クリニック 
五所川原市字
鎌谷町5 16-10 33-1155 

12月16日 日
  

永田小児科内科医院 
五所川原市字
一ッ谷549-7 34-5611 

※1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介皿34-4999）で紹介しますc 

はつらつ女性課 内線237 
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